
2014年度 
第2四半期決算及び通期業績見通し 

説明資料 

星光PMC株式会社（東証1部 4963） 
2014年8月22日 



1 

目次 

 Ⅰ．事業内容、当期の事業環境 

 Ⅱ．2014年度 第2四半期決算 

 Ⅲ．2014年度 通期業績見通し 

 Ⅳ．事業別動向 

 Ⅴ．中期経営計画 

P2～4 

P5～8 

P9～10 

P11～18 

P19 

＜予想に関する注意事項＞ 
 本資料では、情報の提供を目的としており、いかなる勧誘行為を行うものではございません。  
 業績見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき、当社の経営者が判断した見通しでございますが、 
 実際の売上高及び利益は、記載している予想数値とは大きく異なる場合がありますことをご承知おき下さい。 
 当社は、業績見通しの正確性・完全性に関する責任を負うものではございません。 
 ご利用に際しては、ご自身の判断にてお願いいたします。 
 本資料に全面的に依存して投資判断を下すことによって生じ得るいかなる損失に関しても、当社は責任を負うものではございません。 



Ⅰ．事業内容、当期の事業環境 
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   製紙用薬品事業 

 

 
 

 

   樹脂事業 

 

 

 

 

 化成品事業(KJケミカルズ株式会社) 

 

サイズ剤 

紙力増強剤 

印刷適性向上剤 

製紙用補助薬品 

各種印刷インキ用樹脂 、 

記録材料用樹脂             

<主な用途> 

紙       新聞用紙 

           印刷・情報用紙 

           家庭紙 他 

 

板紙   段ボール原紙 

           紙器用紙 他 

<主な用途>  

オフセットインキ 

新聞インキ 

フレキソインキ 

グラビアインキ 

トナー 他 

各種機能性モノマー             

<主な用途>  

木工用UVコート剤、水系塗料、 

製紙用薬品、粘・接着剤、 

石油掘削、 

UVインキ、化粧品、電子材料 他 
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（出典：経済産業省生産動態統計） 

▽紙・板紙生産数量（国内） 

板紙 

紙 

Ⅰ．事業内容、当期の事業環境 

 2014年度第2四半期の国内紙・板紙生産量は、前年同期比+3.6%（紙+2.6％、板紙+4.9％） 
      の増加 

 但し、消費増税の反動で4月以降は減速。今後の動向には注視が必要 
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（出典：経済産業省生産動態統計） 

▽各種印刷インキ生産量（国内） 

オフセットインキ 

樹脂凸版インキ 

グラビアインキ 

新聞インキ 

その他 

Ⅰ．事業内容、当期の事業環境 

 2014年度第2四半期の国内印刷インキ生産量は前年同期比横ばい 

 但し、消費増税の反動で4月以降は減少に転じている 
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Ⅱ．2014年度 第2四半期決算 

(百万円) 前年 当期 前年同期比 

1-6月 
期初 
予想 

実績 増減 増減率 

売上高 10,306 12,230 11,504 1,198 +11.6% 

営業利益 527 390 123 -404 -76.5% 

営業利益率 5.1% 3.2% 1.1% - - 

経常利益 749 430 124 -625 -83.4% 

経常利益率 7.3% 3.5% 1.1% - - 

当期純利益 540 200 -265 -805 - 

減価償却費 419 487 539 +120 +28.6% 

設備投資 277 648 622 +345 +124.5% 

研究開発費 
 (対売上高比率) 

758 
(7.4％) 

844 
(6.9%) 

814 
(7.1%) 

+56 
 

+7.4% 
 

（１）決算の概況（連結） 

売上高は、製紙用薬品での販売増加と、KJケミカル
ズの買収(4月）により増加。 

一方収益については、原材料価格の上昇や、中国
事業損益の悪化などから大幅な営業減益となり、更
に中国事業の固定資産減損損失計上の結果、当期
純利益は265百万円の赤字計上を余儀なくされた。 

*1：営業外収益・・・為替差損計上(46百万円、前期は193百万円の為替差益） 
 
*2：特別利益・・・.KJケミカルズの子会社化に伴う負ののれん計上（370百万円）、 
                        退職給付引当金の戻し（93百万円） 
     特別損失・・・中国事業に係る減損損失計上（699百万円） 

（*1） 

売上高 
営業利益 
営業利益率 
 

（*2） 

注：2013年度は決算期変更に伴い9ヵ月の変則決算であったため、 

       前年同一期間（2013年1~6月）との比較を行っております。 
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（２）営業利益増減内訳  

 2013年(1-6月)527百万円 → 当第２四半期 123百万円  
                            (-404百万円 -76.5％) 

 原料価格の上昇に対応した製品価格是正の遅れ（-175百万円）、CNFや銀ナノワイヤなど、当社
の戦略事業に関する新規開発経費の負担増（-51百万円）、中国事業損益の悪化（-57百万円）等
により、営業利益は123百万円と、前期比-404百万円の大幅な減少。 

527 

123 

前年（1-6月） 当第2四半期 
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Ⅱ．2014年度 第2四半期決算 
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(百万円) 
科          目 前期末 

当期 
第2四半
期 

前年 
同期比 

 
科          目 前期末 

当期 
第2四半
期 

前年 
同期比 

現金・預金 448 812 +364 支払手形・買掛金 4,096 4,014 -82 

受取手形･売掛金 10,012 9,651 -361 短期借入金 1,100 1,100 ±0 

たな卸資産 3,079 3,956 +877 その他流動負債 1,747 2,120 +373 

短期貸付金 3,871 2,456 -1,415 流動負債 合計 6,943 7,234 +291 

その他の流動資産 415 549 +134 退職給付に係る負債  741 629 -112 

流動資産 合計 17,825 17,424 -401 
その他の固定負債 78 521 +443 

固定負債合計 819 1,150 +331 

有形固定資産 8,740 9,691 +951 負債合計 7,762 8, 384 +622 

無形固定資産 71 73 +2 株主資本： 

投資その他の資産 1,259 1,120 -139 資本金 2,000 2,000 ±0 

固定資産 合計 10,070 10,884 +814 
資本剰余金 1,566 1,566 ±0 

利益剰余金 16,576 16,220 -356 

自己株式 -104 -104 ±0 

その他包括利益累計額： 

為替換算調整勘定 172 111 -61 

その他 -77 -68 +208 

少数株主持分 0 199 +199 

純資産合計 20,133 19,924 -209 

資産合計 27,895 28,308 +413 負債及び純資産合計 27,895 28,308 +413 

（３）連結貸借対照表 

Ⅱ．2014年度 第2四半期決算 

 KJケミカルズ買収資金を自己 
    資金で賄ったことにより、当期 
    の短期貸付金残高は減少して 
    おりますが、引き続き実質無 
    借金経営を継続。 
 

短期貸付金2,456百万円 ＞ 
短期借入金1,100百万円 

 
 自己資本比率は、69.7％ 
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前期 
第2四半期 

当期 
第2四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 617 -157 

減価償却費 400 544 

法人税等の支払額 -204 -113 

運転資本の増減額 818 407 

その他 -200 90 

計 1,431 771 

投資活動によるキャッシュ･フロー 

有形固定資産の取得による支出 -273 -321 

無形固定資産の取得による支出 -1 -23 

有形・無形固定資産の売却による収入 1 1 

投資有価証券の取得による支出 -2 -1,371 

その他 -1,013 1,416 

計 -1,288 -298 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

配当金の支払額 -182 -92 

その他 -1 -1 

計 -183 -93 

現金および現金等価物に関わる換算差額 36 -16 

現金および現金等価物の増減額 -3 364 

現金および現金等価物の期首残高 531 448 

現金および現金等価物の期末残高 528 812 

（４）連結キャッシュフロー計算書 

Ⅱ．2014年度 第2四半期決算 
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Ⅲ．2014年度 通期業績見通し 

（１）決算の概況（連結） 

売上高は、上期同様、製紙用薬品の拡販、KJケミカ
ルズの子会社化による増収効果で、増加の見込み。 

営業利益については、前年比減益となるものの、第３
四半期以降は、原材料価格上昇に対応した製品価
格是正、中国事業の収益改善策の効果の発現等か
ら、第２四半期からの収益改善を見込む。 
（下図参照） 

(百万円) 
2013年 2014年度 前年同期比 

1-12月 期初予想 最新予想 増減 増減率 

売上高 21,502 26,160 24,270 +2,768 +12.9% 

営業利益 923 1,100 400 -523 -56.7% 

営業利益率 4.3% 4.2% 1.6% - - 

経常利益 1,283 1,180 440 -843 -65.7% 

経常利益率 6.0% 4.5% 1.8% - - 

当期純利益 856 730 -60 -916 - 

減価償却費 785 1,070 1,164 +379 +48.3% 

設備投資 777 1,100 1,100 +323 +41.6% 

研究開発費 
 (対売上高比率) 

1,572 
(7.3%) 

1,738 
(6.6%) 

1,729 
(7.1%) 

+157 
 

+10.0% 
 

注：2013年度は決算期変更に伴い9ヵ月の変則決算であったため、 

       前年同一期間（2013年1~12月）との比較を行っております。 

売上高 
営業利益 
営業利益率 
 

(百万円) 

123         277 

       収益改善 
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（２）営業利益増減内訳 

 上期の主たる減益要因たる原材料の価格高騰の影響が通期でも残り（-196百万円）、新規開発関連 
  の研究開発の増加（ -166百万円）もあって、通期では523百万円の減益。 
 但し、中国事業損益の改善効果（上期前期比△57百万円→通期前期比+20百万円）。 
 尚、KJケミカルズ（化成品事業）の減価償却額は、来期以降大幅に減少する見込み。 

Ⅲ．2014年度 通期業績見通し 
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Ⅳ．事業別動向（製紙用薬品事業） 

  原材料価格の高騰に伴う製品価格是正の遅れに加え、中国事業に 
      おける販売数量の減少・製品単価下落による損益悪化により減益 

上期業績ハイライト 

（単位：百万円） 

第2四半期実績 通期見通し 

2013年 
（1-6月） 

2014年度 増減 増減率 
2013年 
（1-12月） 

2014年度 増減 増減率 

売上高 国内 6,559 6,952 +393 +6.0% 13,764 14,322 +558 +4.1% 

中国 776 691 -85 -11.0% 1,643 1,611 -32 -1.9% 

調整 -109 -111 -2 - -142 -160 -18 - 

合計 7,226 7,532 +306 +4.2% 15,265 15,773 +508 +3.3% 

営業利益 国内 559 414 -145 -25.9% 1,153 975 -178 -15.4% 

中国 -36 -93 -57 - -78 -58 +20 - 

調整 15 1 -14 - -13 17 +30 - 

合計 538 322 -216 -40.0% 1,062 934 -128 -12.1% 

売上高 
営業利益 
営業利益率 
 

 通期減益（-128百万円）となるものの、4月～6月に実施した製品価 
       格是正、および中国における拡販・コスト削減両面に亘る施策の効 
       果発現により、下期は収益が改善。 
   板紙アルカリ抄紙システム、紙・板紙の軽量化など、ソリューション 
       の提供に引き続き注力 

今後の展望 

(百万円) 

322         612 

          収益改善 

国内：上期414＋下期予想561＝通期予想975百万円（上期→下期147百万円の改善） 
中国：上期 -93＋下期予想  35＝通期予想-58百万円（上期→下期128百万円の改善） 
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Ⅳ．事業別動向（樹脂事業） 

 記録材料用樹脂の需要低迷、オフセットインキ用樹脂の消費増税   
     の反動からくる4月以降の需要減、等により売上数量が低迷し、売 
     上高が伸び悩み。 
 営業利益については、原材料価格の高騰を製品価格是正で吸収 
     できず大幅な減益。 

上期業績ハイライト 

（単位：百万円） 

第2四半期実績 通期見通し 

2013年 
（1-6月） 

2014年度 増減 増減率 
2013年度
（1-12月） 

2014年度 増減 増減率 

売上高 3,080 3,108 +28 +0.9% 6,237 5,932 -305 -4.9% 

営業利益 108 14 -94 -87.0% 129 -29 -158 - 

売上高 
営業利益 
営業利益率 
 

 国内の厳しい事業環境は下期も継続し、通期で赤字計上の見込 
       み。 
 中国における水性インキ用樹脂需要の増加など、明るい兆しもある 
       が、本格的な収益反転には時間を要する見込み。 
 合理化努力を重ねつつ、新規事業領域への展開、海外企業との協 
       業による海外事業基盤強化等の施策を実施。 

今後の展望 

(百万円) 
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Ⅳ．事業別動向（化成品事業） 

  売上については、ほぼ想定通りの進捗。 
  木工塗料用等、成熟した用途分野に加え、電子材料用や化粧品向 
  けなどの、新規分野での用途が拡大。 
 営業利益については、買収に伴い、当期に製造設備等の減価償却 
  費を大幅に前倒しで認識することとなり赤字計上。 

上期業績ハイライト 

（単位：百万円） 

第2四半期実績 通期見通し 

2013年 
（1-6月） 

2014年度 増減 増減率 
2013年度
（1-12月） 

2014年度 増減 増減率 

売上高 - 863 - - - 2,565 - - 

営業利益 - -34 - - - -77 - - 

売上高 
営業利益 
営業利益率 
 

 今年度中の減価償却費は高水準（増加分として約170百万円）で 
      推移するため、通期でも赤字計上を見込む。 
 但し足元の事業環境は順調に推移しており、新たな用途展開での 
  実績化も進みつつあるため、償却負担が軽減される来期以降は、 
  収益の改善が見込まれる。 

今後の展望 

(百万円) 
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（単位：百万円） 

第2四半期実績 通期見通し 

売上高 営業利益 売上高 営業利益 

2013年 
（1-6月） 

2014 
年度 

増減 
2013年 
（1-6月） 

2014 
年度 

増減 
2013年 
（1-12月） 

2014 
年度 

増減 
2013年 
（1-12月） 

2014 
年度 

増減 

製紙用薬品 7,226 7,532 +306 538 322 -216 15,265 15,773 +508 1,062 934 -128 

  国内 6,559 6,952 +393 559 414 -145 13,764 14,322 +558 1,153 975 -178 

  中国 776 691 -85 -36 -93 -57 1,643 1,611 -32 -78 -58 +20 

  調整 -109 -111 -2 15 1 -14 -142 -160 -18 -13 17 +30 

樹脂 3,080 3,108 +28 108 14 -94 6,237 5,932 -305 129 -29 -158 

化成品 - 863 +863 - -34 -34 - 2,565 +2,565 - -77 -77 

共通（注） - - - -119 -179 -60 - - - -269 -428 -159 

連結合計 10,306 11,504 +1,198 527 123 -404 21,502 24,270 +2,768 923 400 -523 

注：セグメント利益の共通部分は、主に報告セグメントに帰属しない研究開発費となっております。 

Ⅳ．事業別動向（総括） 

既存3事業（製紙用薬品＋樹脂＋化成品）＝828百万円 
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CNF 
繊維径：数十ｎｍ 

木材繊維(パルプ） 
繊維径：数十μ ｍ 

軽量化 
→燃費向上 

再生可能資源・環境材料 

樹脂との 
複合化 解繊 

【CNFの特徴】 

・地球上で最も豊富に存在する有機物 

・ナノサイズの直径 

・鋼鉄の1/5の軽さ、5倍の強度 

・ガラスの1/50の低熱膨張性 

樹脂の強度・寸法安定性向上 

・鋼板部材の置換 

・部材薄肉化     家電、モバイル機器等の軽量化 

Ⅳ．事業別動向（新規事業:セルロースナノファイバー（CNF）･･･Ⅰ） 

経済産業省・イノベーション拠点立地推進事業（2013.2～2014.10） 
～木質ナノセルロース製造システムの開発～ 

竜ヶ崎工場へのCNF材料パイロットプラント完成10月、サンプル配布開始11月頃を予定 

変性パルプ 変性ＣＮＦ強化樹脂ペレット 

1μm

樹脂中の変性セルロース
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Ⅳ．事業別動向（新規事業:セルロースナノファイバー（CNF）･･･Ⅱ） 

CNF事業に関するトピックス 

NEDO・非可食食性植物由来化学品製造プロセス技術開発（2013.9～） 
～高機能リグノセルロースナノファイバーの一貫製造プロセスと部材化技術開発～ 

• 次世代のセルロースナノファイバーの一貫製造プロセスと部材化に関する技術開発がスタート 

• 当社も含め５機関が参画 

ナノセルロースフォーラム設立（2014.6） 

• ナノセルロースの研究開発、事業化、標準化を加速するための、産総研主導の産官学連携型のコ
ンソーシアム 

• 当社を含め100社以上が参画 

「日本再興戦略」改訂2014にセルロースナノファイバーが盛り込まれる 

• 6月24日に閣議決定された「日本再興戦略」改訂2014において、「ナノセルロース（セルロースナノ
ファイバー）の研究開発等によるマテリアル利用の促進に向けた取組を推進する」と記載された 

• CNFの実用化に向けた機運が国家的なレベルに高まっている 

• 当社としては、多くの企業の方々からご要望を頂いているサンプルを積極的にご提供し、 
CNFの実用化と普及に貢献していく 



銀ナノワイヤ 
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Ⅳ．事業別動向（新規事業:銀ナノワイヤ） 

銀ナノワイヤ 

タッチパネル 

nmサイズの直径、 μ mサイズの長軸長 

・導電性   電極及び電気配線への応用 
・透明性   タッチパネル等の透明導電性電極への応用 
・柔軟性   フレキシブルディスプレイへの応用 

特徴 

  nmサイズ μmサイズ 

・千葉工場内に銀ナノワイヤ製造プラントを設置 
・7月よりプラントの試運転を開始 
・9月頃を目途にサンプル配布開始の予定 

生産設備 
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光学弾性樹脂（OCA） 

Ⅳ．事業別動向（新規事業:光学弾性樹脂（OCA）） 

OCAシート 
（厚み200μ m） 

光学弾性樹脂 
（OCA） 

UV硬化 
＜特徴＞ 
・ウレタンアクリル樹脂をベースとした溶剤フリーの 
  液状樹脂 
・UV照射により硬化（溶剤乾燥工程不要） 
・薄膜～厚膜（200μ m以上）の OCAシートが容易 
 に製造可能 
・高い透明性、柔軟性、耐久性 
・特殊ウレタン原料を採用、水バリア性に優れる 
   
 
＜用途＞ 
・カバーレンズ／タッチパネルモジュール貼り合わせ 
・タッチパネル電極間貼り合わせ 
・タッチパネルモジュール／液晶パネル貼り合わせ 
・有機ELパネルや非ITO導電膜の貼り合わせ 
 
 
  

 



Ⅴ．中期経営計画 

 当社経営目標：設立50周年にあたる2018年度に 

    連結売上高350億円、営業利益率10％の達成 

• 地域・分野双方での事業領域の拡大と、柔軟で筋肉質な企業体質への変化を志向 

 上記目標達成のための第一ステージとしての 

    中期経営計画「CS VISION-I」(～2015年12月)を遂行中 

 

 

 

19 

CS VISION-Ⅰ 
経営目標 

（設立50周年） 

2015年12月期 2018年12月期 

百万円 構成比 百万円 構成比 

売上高（百万円） 28,780 100.0％ 35,000 100.0％ 

既存事業 21,363 74.2％ 24,500 70.0％ 

海外事業 
新規事業 

3,113 
4,304 

10.8％ 
15.0％ 

7,000 
3,500 

20.0％ 
10.0％ 

伸長事業計 7,417 25.8％ 10,500 30.0％ 

営業利益（百万円） 1,800 3,500 

営業利益率 6.3％ 10.0％ 



ご清聴ありがとうございました 
 

 

 
 

 

 
 

～ 会社も活き活き、社会も活き活き ～ 

星光PMC株式会社 


